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日本産主要樹種のi性質

組織構造的 (第 l 報〉

主要広葉樹の繊維

須川i 荒イ1，11 (]) 

Toyonobu S{]GAWA: Propertしies of the Important Japar'ese Woods 

Anatomical Properties (1) 

Fiber length of the important Japanes己 h乱打lwoods

要 旨: rJ*産主宏一広来初22科 tO聞の繊利上Lを iPJ 7í~し，絞からタト mllへむかう変動の経過を示した弓

きら ICー却については繊維 iC影響を及ぼすととが考えられる生長の良否("1三輪慌の Jl~1-克〉と，繊W.

上とのノkムV- JJI勾の変動とを対応してノJ' した。

繊維区が'lとだし始める悩からの年愉数をおJ税ごとに示した。

ヂ干樹事nの総長の支え'している部分のSV.JfJ1i日を成熟材の織艇長，それより内引の司愉の繊総長を未

成熟材の繊総長として，それぞれ表lζぶした。

そ子樹 f~の第 1 ，['輸の総総長と成熟材の乏のltを求め，仲良平として ζiJ'~ したの
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] ，まえかさ

ζの号'f:l.告は日 として，主裂jぶ~fMの織が Jミについて述

ベだものである。

級1í佐(真正子十二i波新[‘および繊維状仮道管J会合めて〕はjζ~~*討材を十九よるえする ~tj変な?喫茶の一つであり?木材

の多くの性質lと影響を及ぼしている。したがってヲその形態について， る ζ とはp/!〈

|オの用材あるいは繊絵原料などとしての利用，さらにはそれらの研究のためにも有意義なことであると考

える。

1979年 7 月 11 日受辺

(1) 木村部

木材-34 Wood Technol.-34 
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ここでは繊縦の寸度のうち良さを取り!げて測定し p ま?と，そのJk平方 liíJ の変動についての資料を提 {J\

したのさらに部分的には繊維長に影響を及ぼすことが予位、される肥大生長の良否(年輪幅の広狭)を取卜

げ，繊維良の水平万向の変動と対応できるよう図示した。木材利用を考慮した場介， しばしば未成熟材と

成熟材の性質が異なることが指摘され，その区分の拠点として繊維長の安定し始める時期が収り卜げられ

ているので，ここでは両CI'í-の区分の基苧を設け，その区分iと某づいて，それぞれの値を担問した。

SANI013 ) がオウシ 1 ウアカマツ (Pinus sylvest門s) の仮道管長の変動について報令して以来，針葉樹およ

び、広葉樹について，それぞれ仮道管および繊維などの長さおよびその変動に関する研究報告は D山WOODIE4 )

も約介しているように非常に多い。日本産広葉樹についても報公が出されているが5) -10>12)山 -17)20)23) とれ

らの報公では，その対象樹海が少数の樹穫に|浪られている c またその測定伺所についても一線でなく，髄

からの年輪数，織維の測定本数，さら Jとは年輪帽に関する記載の欠i徐などがあり p 測定結栄を問じ条件で

比較することは容易でない。したがって，とれらを考慮した測定値の提niは有意義な ζ とである。

とこでは， 日本慢のlよ繋樹 40 種について 1-述した項目を考忠していくつかの繊維長安

7こ。

2. 供試材および測定方法

( 1 )供試材

{共試材は Table 1 ~と示した円水産二f':要広葉樹 22 f-'ト 401奇からのもので， I 門本荷主要樹荷の'[il 質J21) iご

したがって選ばれたものである。

各樹ftJ1:の供試材本数は原則として 2 本とした。これらの供試材の胸[古川1げな1. 2m から)享さ日 cm の円板

を採取し，その円7恨の銑をiill る隅 2cm の試料を採取したの

(2) 測定方法

樹心から1， 3, 5, 7, 10, 13, 15, 17, 20 年輪，それより外は 10 作輪ごとに，それらの娩村部から測

定問の細片を採取し， ]EFFREY 氏液によって解剖した。

なお脱村日Ilを測泡何f1Tと定めたととは， BrSSET & DADSWELL2うも制作しているように， 娩材で繊維長が

設も;反く，かつ年輪内で最も安定した備を示しているからである。解同t しだ繊維の長さを， 投影器 (100

倍)を用いて p 各"f輪ごとに 100 木ずつを測定し，その平均値を求めた。

3. 測定結果

40 樹稽の第 1 年輪，未成熟付および成熟材などの繊維尽を Table 1 Iこ示しだ。また各樹種の繊維長の

樹心から外側へむかう各測定年輪どとの僚の変動を Fig_ 1~-40 に示した。なお同時にその試料の年輪i隔

も担!jjとして対応させた。

4也考 察

(1 ) 繊維長の樹心から外側への変動の経過

各祢n事の胸高ffß{"立における樹心から外側への変動を示した Fig. 1~-40 からわかるように，繊維長はど

の樹種も樹心付近で最小値を示し，それより外側へ最初は急激にi首加し，ある化少の年輪から緩やかに増

加するようになる。その後はほとんど一定の良さになるものと，波状;;!=:ノすものがある。このような傾向
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は多くの引先*Ji県とほぼ一致している。しか!ノながら 9 級車三増加の経過をが判111:'こ全樹科ごとに比較して

みると、かなりの迎いがあるととがわかる。

1 jさしたも世相Jえの脆から外側へむかう交引のれ過のうち，に;11 いに，~{;2f\ こ:f:léi:lm ずる山?と，その後何ら

かの原岡 lとよあ~劫はあるにしてもほほ l( jJごするようになる日分とを区別してJ&倣うことが多く， I):j者を

未成主ちな女f-ì )j~~ ~世間包から!r.::: 11たされるとしてよ成熟村没者を成熟した始l点細胞からのものとして成熟材とそ

れぞれ町んでいる 18)22) 。千子1M阪の繊維J;i: O) 代表値を上七 '1'えする場介は， ;ri n'ぶ19) もアカマツの繊維lミで述べて

いるように，ほば安定している成熟ト1 の繊市[~f~そもとにすべきむあ ， ')J 米成熟材の繊維良令点、(1:じさせ

とは適て論議するIí !jlとは，よ成熟村の織もとにすべきである。 1 <I，j二仔を区 j]IJ ti ずて \"j . i て l論議する

切ではな (j ¥ 0 そのような巧;7，.HIζ)， 1，づいて本ぬでは繊維j乏が安定するまでのヰ輸数手 è!.J "1、able 1 :こ示し

た。また定ずるまでのト1;';1;のと佳作輸の繊維院の 'jij!'J {jt[在米 JJY;熱材の級車託I，J:， ~t;:dざしてからのそれを J&熟

なお，々の船内ごとに木成熟トオと成熟付の設kií1í1ミの泌を;j\め Table 1 対の繊維長として同友ピ刀-;1ノ fこ。

平 J~J は1. 27 であり成熟付 1})敵討店長がおおよそ 2796 反いこその憶は L l"jL S の泊!Jl 1 にありヲに/}~し fこに

成熟材 )]IJ!と繊市HI三の変動を. ;TI るため村;ヰ :1刊jjf L 変動係えを. Table 1 I L:刀、ま/こ;，1()J)<:，1来十れとがわノト寸 fご。

成熟村では 1096した。乙れによればぷ成熟村では変則J係数が，どり〕初11'<)\もおおむね 20% 付近であが，

前後であって水成熟1j] より変動が少なく ~lj~ Jとしている ζ とがわかる。

2千HH唱のうち， fiIから肢も少ない:q:.cy術評りで繊維尽か交ーするようになるのはキ 1) で， !;f~ 5 .í下輪付近で

ミズメなどで消 50 ;1 倫小j 況である。-)J 肢も多い年愉許可で'i(>i':するようになるのはミズ、ナラ，ある。

lま(ま治 15 、，25 年明命で:反応すようになる。しかし p 仰のん多数の州，ftlJ， ，;土，

ト子ノキシナノキ，オオパボ夕、イジ è !主要議が科 1?'iiJ， t'iêy!j を酌しているつ司自べたは1t11のうちでトチノキ，

こ iL(正 BAILEy11 う C Jl ALK 31制J亡、からタHWIへの級品目の {lf1J.i:が他の刊誌伊にくらべて 11.;， 1 交的少なく，の i弘子

シナノキ，オオノてボダイジしてし、る。 しかし，らがJ料!;白状日IJをする附係についてれ1，'11 べた新米〈レほ

ほぽ|ロj じような変動の終過を-ょしている。モの(11，のコなどは Fig.32 ， 33 からも 11月らかなように予

寸見 lとは )1 市イミ~B 出J尚附 >1 kl'il;タりがあると百GI弘 iさ j していることもあるカ ~24)またイタヤカヱデの場介，

が多いが私批判u元の ji，'I( }11lの割合は低く，まで，内服|竹 lさは認められないし，以i役$i\rf でも 1日認でキ 7工いと

fご日正;持制の rYJfi古も低L 、 (Fig ， :30) 。

ヤ I"!倫 'rJ~1やト川なお[可-fMHの 2 1同体の川の変動の終i患をみると，

(迂(ぎて?しくなるものがき子い。加の経過がヲ悩からの if'l治犯(でみると，

繊維長の伸長率( 2 ) 

そのよ白川のい今rìíJi&したよう l司法制長は泊から外íH11へむカぃ、て t\'i)Jr1していくか，悶でも|リ!らかなように，

方lま約胞による特徴を示す可能tjiJs i'i:îい。ここではUí1年輸の繊祁長と成熟H の州車íílえとの比ネを泣くめ仲

、
ブ

その仰の小さな tMJ手として，品川械を比較すると，L":，，キくとして名 f0，tFEの比絞を 1 ]なった (Table 1) 。

の Iltl はせいぜい L2~jl.6 のキ') などで，トチノキ，イタヤカエデ，セン，ナヲホオノヰ，イスノキヲ

前[(IJHにとどまっている。これに対してf[ÞIの大詰な桁としてドロノ七オオパヤナギフオニグjレミ，イチ

ヒメシャラなどで 2 ， 0".3.1 の純阿におよんでいる。なお 40 樹荷のイガシp タヌキ\ケヤキ，クスノ干，

一、 iノピー川市長ヰミは1. 8 であるととがわかった。

以卜命のことからえるよ件相ノFEーごとの{片1Jミヰくによる分子については， ここでは試料の数が少ないため !Iri

到であるが，伸長率によりいくつかのグループに分活ずおことは可能である。将米3 加盟ごとに多数の試
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Castanea cγ￠叫αtα5mB. et Zucc. 
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5.3 

1~20 
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樹 の i故 出j( 士三

Jap乱nes芭 hardwoods

}uvenile wood I!X 認L +1 Adult wood 

Fiber 1巴ngth (μm) 

最大 最小

Max, Min, 

2, 100 380 
1, 675 440 .215 19, 89 1, 317 f 1, 825 875 ! 169 12, 83 1.9 

(1 , 376) 

1, 610 410 215 240 54 1, 209 1, 800 800 160 13, 23 1.4 

1, 700 410 225 24 , 62 1, 276 1 ，日00 820 145 11.36 2, 4 1.4 
(1 , 243) 

1, 940 5ml 347 27 ，己3 1, 554 2, lC コ 1, 120 171 1.2 
2, 010 530 347' 27.83 1, 590 2, 080 1, 180 I 162 10, 19 2 己 1.3 

(1 , 572) 

5∞ i 1, 142 1, 880 680 203 1.3 
1, 300 330 205 25 , 40 1, 089 1) 8α) 680 194 17 , 81 2 1 1.4 

(1 , 116) 

1, 600 1 問 1182211H011パ01 1, 860 010 158 11. 28 I 1.3 
1, 770 610 232! 21 , 36 I 16~70 I 1, 338 1, 900 940 147 10, 99 1 1, 8 1, 2 

, 370) 

730 m120  10 14175lMM 2, 480 1, 230( 219111441 1.4 
2, 350 880 264 1 16 , 21 , 51~~1601 2, 165 3, 0 1' 5 1, 450 261! 12 , 06 i 1 ，己 l 1, 3 

(2, 040) 

1, 840 I 2. 5 1.4 

1, 830 600 244' 20 , 85! 21へ~48 i 1, 461 1 920 : 970 162 1 11. 09 1.91 1.3 
(1 , 449) 

l , 749i 600 : 212i 20 ， 27i21~160i 1, 4741 2, 110[ 980 加 |1404| 1 4 
2 , 280 780 ~85 i ~ヲ 52 I �: 793 2;ωo l , 090| 233 1 1 え 99 17 1, 2 

(1 , 634) 

1, 910 i 680 ! 2, 460 1, 000 199 13 , 34 1 1.2 

1, 760 ! 620 185: 15.80 1 26~~1501 1, 419 
(1 , 456) 

1, 960 900 174 I 12 固 26 1.6 l 置 2

1, 630 I 1, 590 830 1.3 
1, 560 530 2221 20 , 81 i 21~50 1 1, 247 1, 610 810 144 11.55 1, 7 1 2 

(1 , 236) 

1, 570 I 450 1 ml2137121V50!19m 1, 820 520 1931 1b ∞ i 1, 7 I 1 2 

俍o I 540 188 i 20 , 15: 21~5() 1 1, 213 1, 800 750 181 1 14 93 1.6 1 3 
(1 , 209) 

1, l� I 530 I 209 1921 j31~24143225 , 930 630 150 12 24 i 1.2 1. 1 
1, 610 600 188 16, 40 ! 26~2201 1, 286 1, 900 750 197 15.32 1, 2 i 1.1 

(1 , 256) 

1 ， 6∞ i 480 193!1787ilい27i ， 286lJ50 840 150 1 つ

1, 720 500 I ヲ00 241 1 人 74 2, 0 1.3 
(1 , 338) 

1, 740 I 187! 1 ぺ， 78 I 16.~80 1 1, 439 1 1, 890 l51l1049i 1. 1 
1, 660 560 miT1  15118)Bo il , 46719860 1, 030 1421 9, 68 1 ，弓 1, 3 

(1 , 453) 

1, 7ﾓO : 500 ! 278 24 , 96 ! 26へ〆 90 1, 487 2, 000 1, 030 1 1691 11 , 371 2, 2 1 1.3 

1, 740 480 303 28 , 03 1 21~30 1, 341 1, 710 147I1096i 1, 2 
九 010 450 352 30 ， 2ヲ 26~30 1, 508 2含 100 1, 210 212 I 14, 06 2, 7 1, 3 

(1 , 425) 
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Table 1 園 (つーづき) (Continued) 

1. 0♀ 1 i 
1. 084 

(1 , 053)i 

1.039 
8EO 

(ヲ60)

1, 319 
1. 327 

(1 , 323) 

948 
(930) 

(1 , 479) 

1. 026 I 

1. 033 I 

(1 , 055)[ 

956 

(:l)l 
1. 588 I 

(1 , 618)1 

880 1 

qn円 i

(hl 
;;;l;21 

i (923)1 

7;i 1 19;;;l 
|(l , 13?l 

518 600 

(叫(

(7:i� 

4オま丸

965 
782 

成未

m
 

Sampl巴
tree 
no. 

7お

Common & scienti 長c nam巴

ズナラ MIZUNARA
cγispula B W M E  

種樹

715 
611 

7L6 
592 

3.7 i 
2. 7 

3.2 i 

1 I 

7 2 

8.4 

ハルニレ HARUNIRE
Ulmus ρroPinqua KOIDZUMI 

ケヤキ KEYAKI
Zelkova serrαta 乱1AKINO

5/6 
581 

ヤマグワ YAMAGUWA
Moγ祝s bombycis KOIDZUMI 

2 , 9 
3 , 6 

3.~20 

4ハ .20

61.0 
42.0 

13.6 
15.0 

26.0 
24.0 

849 
90C 

2.6 
2.3 

1 ，ν15 

1 ヘ.15

50 , 0 
14 , 0 

15 , 0 

9.4 
4.5 

23 , 5 
18.5 

キ 1、ABUNOKI

thzmbergii 
5mB. 巴t Zucc. 

スノキ ISUNOKI
race押tQSUl符

5mB. et Zucc. 

?ザ、クラ YAMAZAKURA 
donarium SIEB. 

イヌエンジコ lNUENJU 
Maackia amuren幻S RUPR. et 
h在AXIM. var. buerge門

C. K. SCHNEIDER 

キハ夕、、 KIHi\DA I 57H 2 
Pheilodendron sachalinense I 57H 4 

SARGE:-lT 1 

品10CHINOKI 58N 1 
THUNB 蜘

505 3.S 1"~20 

55 , 0 
30 , 0 

6 , 8 2ぺ. 9 ¥ 

18 圃 4
18. 。

52N 1 KOSUNOKI 
camρhora SIEB. 

656 
682 

1, 323 
1, 188 

1.2 
3 , 8 

1 3 
o 

1~'15 

1'~15 

lへ.10

1~13 
47 , 0 
3己， 0

13.8 
15.0 

53N 1 
53N 3 

S4N 1 
51N 4 

5.8 
6 , 5 

18.6 
1~ 0 

558 
634 

4 , 6 
3 6 

8 , 6 
10 , 0 

8 
3.6 

1.~30 

1.~30 

1~ l! 

1 戸 -"15

l へ.20

1 へ，25

26.0 
三久 O

47.0 
H , O 

40.0 I 

34 , 0 I 

22.0 ! 

6.8 
1.6 

7.1 

18 , 0 I 
18.0 

551 2 
551 3 

56F 2 
56]ヲ 6

1.6 1'~13 ノキモ

Ilex 

558 j 

657 i 

1
1

吋
/

•• つ
ゐ
勺
ノ
レ

l 〆 ~17

1'~20 

lr~13 

1へ--25

50 , 0 
44 , 0 

8 , 2 
12 0 

5ヲ D4
59D 5 

イタヤカエデ ITAYAKAEDE 
Acer mOl1O MAXIM. 

SHINANOKI 
SIMONKAI 

Jト TOCHINOKI
ttwbinata BLUME 



日本i主 t要性if:illの性 y~- 組織培法的性質(第 l 縦) (~lül) -141 ー

Juvenile wood 成 ま1\ Adult wood 上じ Ratio 

R且tio of 
juvenile 
& adult 
wood 

1 辻 tio I 五btElt10nEI  

…)竺盟主
1 3 

10.71 1.8 1.3 

2川 19 日 lzl\ 〔 14ベ 2.2ぺ m 167 11 三2 2, 1 1.4 
450 184 1 20令 90!21.~160! 27211 , 810: 76� 168 13.21 1 1.5 

(1 , 380)1 

同| 川 12153 ド1~1ωll ， mU7011 ，m l 己 7 9.08 1.3 
~OO 380 j 2己 6!，♀6... 1, 840 I 520: 1, ¥60 2¥0 1 1. t,) 3.1 1.4 

(l ,78d)|l| 

2.0 1, :3 1何 121 82l21 剖| 191出 |1?mm|
4己0 203! 21. ~ 1 1 1 白へ.50 I 1, 185 I 1, 660! 840 127 10.72 2.0 1.3 

(1 , 175) 
%() ヌ2911530 l 1975729380 1J25| 21711235l 1 2 

376 I 25.39 I 21~ 1701 ,1: ~6?J い70 1 J 川| 228 , 12.20 1.3 
(1 , 813) 

410 ! 川 |I9 削 l叶 l 川1. 9卯 ym| 240 1 19ml i.2 
520 I 214 1 19, 16 116.~2051 (;, 248 2 ， 140 仰 247 I 19, 79 1. !t 1.2 

(1 , 231) 

350 1 之261 23.6412 l-u l ♀51 1, 292 1 1, 890 ; 740 ! 214116.561 2.6 1 l.4 

450 1 川 20.68 1 16. 刈 l 礼ι|lMl 700 ! 203||l6691 | 9 1 1.3 
520 I 208 1 21. 60 i 16，，-，己Oil ， U719860 1 810 1 205116.05 1.9 1.3 

(1 , 247) 

7:00 I 日 !21781 11~!叫 L 77 ヲ30 mll856j 1.31 1.1 
750 332 1 20.91 I 14..ノ9己 1 ， 6741 2, 580 守70 � 278116.61 1.4 1. 1 

1 (1:726) 

~:? [ 
193 I 21 , 93 I 31 ~-， 68 I 1, 256 I 1, 680 810 1591 12.66 23i 1.4 

480 I84120ml31)110 19164197∞ 7S0 144 12.37 1. 8 1.3 
(1 , 210) 

14111853I 18-i刊 1 ， 165 2, 040 690 188 16. ¥3 1. 5 1, 3 
S lO : 183 1 19. 53 1 16 へ.70 I 1, 182 1, 930 740 142 12, 01 1, 7 l, 3 

(1 , 174) 

610 1 M11〕 32l ト55il ， 38i 1, 810 900 161 11. 66 1.2 
600 25~， ;21. 97 1 26へ，55 I 1, 498 ;ぅ 000 1, 010 173 11.55 1.9 1.3 

(1 , 440) 

1, 000 287 17.6611d--901 l , fJ99I 2 ， 5~01 300 n2 11 伺 69 1." i 1.2 

ヲヲo 380 18 l川 iレ 1557iJ1980l480| 821 11 A7| 1.4 1.2 
930 i 390 92 1 30 I 21~.160i 795 I 1, 160 I 550 i 87 I 10. ヲ4 1.6 1.2 

(755) 

1, 10() 410 I 102 14 勺 lい001 823 1 1 ， 200 川 ヲ4 11. 12 1.2 
1, 1/0 420 120 16. 11 I 26rv2501 939 I 1, 290 I 550 133 16 t.4 1.3 

(881) 

1, 320 ! 510 235 つ6.77 1 1, 56012, 1501 6/5 203 01 ::>.3 8 
1, 970 4ぺ0 233 237 15.91 1 舎呂 6 
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T旦ble L (つづき) (Continu巴d)

事九 材

長
枯~t 種 名

Common & scientif� name 

llな十干 B.H.D. 
01 nng tance 

First 
no. from 

nng Aver-
from pith 

(cm) pith 
age 

ジュ OBABODAIJUJ 叫 4
SHIRASAWAI 62C 5 

ヒメシャラ HIMESHARA I 63瓦1[ 1 19.0 7.0 39.0 0.9 882 1, 445 
Stewartia monadelρha 63M 2 18.0 6.0 36.0 1~17 1.2 934 1, 291 

51EB. et ZuιC. (1 , 368) 

セン SEN I 61D 2 22園。 14.0 44園。 l-~lì 4.3 748 889 
23.2 11. 7 60 , 0 1~20 5.0 721 875 

(882) 

ズキ MIZUKI i 65 1 1 32.0 1.~.20 6.3 ヲ 12 1, 251 
controversa HEMSLEY I 65 1 5 32.0 l ヘノ 17 4.3 954 1, 300 

(1 , 256) 

シオジ SHIOJI I 66 H 1 27.3 13 圃 6 38園。 1'~ 1O 1.4 804 
Fraxi刷s commemoralis KOlD捌 1 I “ H3 35.0 14.3 己6.0 l 〆~10 1.6 803 873 

(884) 

ヤチダモ YACHlDAMO I 67D 7 27.0 15.0 65.3 1~10 2.8 738 
Fraxinus mandshurica RUPREじHT 67DI0 23園。 11. 1 28.3 l 戸.~10 2.9 648 956 

(1, 063) 

アオダモ AODAMO I 68C 3 14.0 4.0 
Fγ'axi:日us sieboldia叫品

24.0 1~~15 1.0 612 I 1, 026 

BLUME var. serrata ]'可A瓦AI

キ KIRI I 69符 4 I 22.0 5.4 i 48.0 I 1~5 I 7 恥 7 I 637 I 859 
Pauloωnia tomentosa STEUDEL 

注 Notes *1 供試材の産地 Lacality of the wood samples 

記号 採材 j白区営林局

B 北見 Mtam1! l 
C 帯広 Ohihiro，一 kk 

D 札幌 Sapporo，一-Hokkaido 

E 函館 Hakodate，

F 青森 Aomori ，

日 前橋 Maehashi ，

東京 Tokyo，

E品 高知 Kochi， Shikoku 

N 熊本 Kumamoto， Kyushu 
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 F-

114、;tr 主要出直の性質 組織構造的性質(市 1 HD (須 j 11) 

Juvenile wood 熱材 Adult wood 

川 123941 ト川 1 ， 879 判。 1) 11,0 2~0 77 
314 i 24.32 1 J 9c.~210. 1, S'U L, 660 1, 160 2~0 13 , 03 

(1 , 861) 

己 SO l~~ I 13. i ，~~~ I 1 ，日 :J 750 ! 154 ~3 

1, 225 己 20 L?� 1 H.40 1 21.'"170 1, 095 1, 700 650 160 61 
(1 , 031) 

2, 050 510 268 I 21. 42 1 21".65 I \, S48 '三， 400 840 218 i 16.02 
2, 050 I 590 259119 ， 23118 ヘ.60' 1,,,5912 , 510' 8801 239 i 15 , 33 i 

21 凶 111〈 1761 似 1.760 060 204 18.65 
15.5己 11.~150 1, 016 1, 680 060 211 20, 77 

24 , 96111'.165: 1, 3:::1 I 1 ， 97己 ?50 249 18 , 85 2626111へ剖 l , iBd lJ70 m| 189 15 号 S'5

(1 , 253) 

フ1. 35 16.../己 1 ， 252 i 1, 680 960 130 

17 , 23 6~.21 958 1, 400 600 114 
13 , 30 6.~ 三 3 I 966 I 1, 550 1 

ネ2，ネ3 ( )は 2 ;4，(.))'ド l与 '(u'i， ( ): Average for fiber length of two sample trees 

Fiber length for adult wood 
Elongation ratio --:~-iT;:-:-~-'-~~=~:~h- ー

Fiber Jength for first ring 

R肌o of juvenile & adult ー盟主r Je旦E生色r aduJt "10旦4
wood fiber 1ength -Fiher length for juvenile wood 

*4 

キ5

η
ο
 

A
t
 

e
t
ム

上七 Ratio 

1.2 
1.2 

1.2 
1.ヌ

1. 1 
1.2 

1 2 

L 1 
1. 1 
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Range of 
fiber length 

く 1 ， 0∞i"m 以ド

1 ， α)]~1.400μm 

ly 401--------]) 800μI孔

>1 ， 800μm 以上

休業試験場Ii!ト究報告 第 306 サ

Tabl巴 2. 主要広葉樹の成熟付部の、v均繊続長

Fiber length of adult wood of important hardwoods 

般名と学名

Common & scienti五c name 

イタヤカエデ

トチノキ

セン

キリ

オオパヤナギ、

→CJ-ワグ Jレミ

ヤマハンノキ

クリ

イタジイ

ブナ

ミズナラ

ヤ 7 グワ

ホオノキ

クス/午

タプノキ

ヤマザクラ

イヌエンジュ

オオノミボダイジコ

シオジ

ヤチダモ

アオダモ

ドロ/午

オ二グルJ ミ

シラカンノマ

アカシテや

アサタ

アカガシ

シラカシ

イチイガ、シ

クヌギ

ケヤキ

ハ/レニレ

キハダ

シナノヰ

ミス、キ

ズメ

カツラ

イス/キ

モチノギ

ヒメシ γ ラ

Aceγ 湘O抗O

Aesczもlus tuγbinata 

Kalopanαz γもじinifolium

Paulo叩nia tomentosa 

Toisusu urba:抗日開α

Pteγocaγya γhoifolia 

Alnus hirsuta vaL sibiricα 

Casta抗ea crenata 

5hiia sieboldii 

f'agus cγe悦atα

Q机巴γιももs cγispula 

/\110γus bombycis 

Magnolia obovata 

Cin叩nzo慌附l camPhoγ4 

lV1.achilus thi抵抗bergii

Pγ抵抗枇s do社。γ1枇甘1

lvlaackia arnurensis var. bueγgeγi 

Tilia 制αxzm師;vlcziαna

Fγaxmus commemoγ且lis

Fraxinus ma抗dshuγlca

Fraxi抗日s sieboldiana var. seγγαta 

Poþulz訪問axim印必iczii

Jugl即zs sieboldiαna 

Betula 七latyþhヲ，Ua

Caてþi坑us laxijloγα 

()stγya jαþonica 

Cyclob白lanopsis αcutα

Cyclobalanoþsも s mヲγsinaefolω

Cyclobalano�sis git哲也

Queγcus acutissimα 

Zelkova serγ日ta

Ul甘屯祉S 争γo争iγzq札α

Phellode制iron sachαdine ，礼se

Tilia iαþomca 

Coγ悦也s controversa 

Betula gγossa 

C肝cidi悦zyllum ja争onzc札批

Distylitる隅 γacemosum 

llex integγa 

5t制御tza 慨onadel争協

樹極数 No.

4 

17 

14 



U ì二星空出憾の性質 組織悦oIYJ ttロ(治 1 泌) (以 )11) 1.15 ザ

料 lこコいて↑IIIJ元ギがコkめら j しれば，より判11分 fじされたグノレーフ分;九あるいは行制十ごとの区分も能で

あろうわ

( 3 ) 繊維長の級分け

すでに述べたようにp 法王iíj，えのよじ絞をする j易合には， 1寸. 1'， 15(j'[ 白1) {[I~f ~，こよ J て行なっべさである

今 [1"[ の 40 t刈磁の給公によればぷ成熟 Hの繊1iU乏が肢も紛い品川]iはイタヤカエデチノヰで， それぞ

れ 622v江ら 7:31/ÞD1 であり，反対 iζlていものはモチ/干 1 ， 625μD1，イスノト 1 ， G181Hll，ミズメ 1 ， 511μ111

などである υ10 似川の平均では 1 ， 090 vIllとなる。 ヅiJ ， l&?M~ -c'、以可jíl拡がi斗い件11'日は~ ;1(}JX熟村と Ir.;J 依

Jζ イタヤカエデ 75Srtm，トヲ/キ 881 fIlTlであり 2 こ才し jζ対して J乏いものはミスメ 2， 040μlll，モチノ十

1, 899 fL 111 ， ヒメシャラ 1 ， 861μm なとで， 40 制問の、1 ，<1~J1簡では 1 ， 374 ，ιm である。

40 間開の広葉樹の繊維えをは熟付で代表させ，咲分けを 11 ない Table 2 にノh したの減縦長を 4 段階 Jこ

?波うJit して芳会紋ごとの仙J磁をあげると次のように

1, OOOI~m JJ、 f 4 

1, 001 1, 400μm 17 ノ/

1, 401 'Jl , 800 μrn [!1 11 

1, 801 jLlTl })、 1. 5 " 

であることがわかったっ段も刻度のし 1のは 1 ， 000μtll' ノ1， 800μ111 の I/\tc ， 40 総同のうら 31 叫がこれ

に属する「、 IIJWの広葉樹 O)*~(総 j乏の !yf[JSt分自の !>~J いとされている臼OO.~1 , 900lMll のぬ IJIoj11lとほぼ二甘くして

いる。

5，まとめ

( 1 ) 11 ぶ仁ヒ波!よ~払J 22 科 40 H\の繊維 j乏を iWJJどし 3 払むから外iJJ.i卜\むかう三三引の粍上位をノlくした l その

~)i よlLi土，多くのぼ「究者によ J てノFされたものとほぼしている(

( 2 ) ボ成熟?ノj と l点?J'，と|ナの iむ IJN を?弘前í 1えがよくどし始めるノ;ドf論番りひめ乙、からのよ|二輪1:50 によコて耐科ζ

とに ;J\ した ι 例外的に早い II!JJt月あるいは J出い札 If)レ!に安定し始める仙j El\を ijl いては3 ノえさ3紋は治 15 年輪

ないし河\ 25 1，r輸の 1 ，'.]で0:-. >ζ し始めるじ

(3) 各粘j禄 0)桃Wl .ic O)安どしてし、る ~~:l) 分の、|ヘ I~J!砲を l点兆五ノjC刀そ;11 より l人1 1ìl 1 の年!怖の織活1i 長の

平均ú在住ンKIJ\(!}\ 村の繊制民としJご p それそれ表 Jこぶしたぐ また， それらの比〆ξ えにした。その itll は

L lvL 8 の組 IJII にあり， そのヂ均は1， 27 であった J さらには品川uji岐部えによって 40 I'ITの紋分げをし

て T辻ble :2 i とノJ' し士

(4 ) 件+ù1:hfiのぽ~ 1 の泌対iJ~ と i点付の組組長のよ七を;Rめ， {lll 見本としたが .:2のはし 2~<l ， 1 

。，)1出にあった U
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Variation in 五ber length and ring width with ring number from pith. 
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Propertie自 of the Irnportant Japanese Wood日

Anatomical Properties (1) 

Fiber length of the important Japanese hardwoods 

Toyonobu SUGAWA (J) 

Summary 

Th巴品ber length variation in radial direction within stem at breast height was investigated 

in 40 import呂nt ]apanese h乱rdwoods belo且ging to 22 families listed in T乱ble 1. Two sample 

tr巴巴s w巴r巴 selected for εach species, and sample pieces for measurement of 五ber length were 

taken from the late wood atεvery second to third ring from th日 first to twentyth ring from 

the pith, that is, 1st, 3rd, 5th, 7th, 10th, 13th, 15th, 17th , and 20th, and th巴reafter at 己very

tenth ring to the p巴riph記ry.

The results are summarized as follows : 

1. The fiber length-on戸ag巴 curves shown in Figs. 1~.40 coincid巴 in the patt己rn with thos日

presented by many investigaters since SANIO. The fib巴 r length increases rapidly for a period 

of years and subsequently becomes more or less constant at 乱 certain leve1. 'rh巴 wood in 

the former stag巴 can be determined as juvenile wood and that in laUer stag己 as adult wood. 

2. The ring number from the pith at which the 五ber length b巴comes constant is between 

15 to 25 in most sp巴cies ， with such 巴xceptions as Paulownia tomentosa in which it is only 5 

and as Quercus crisρula 乱nd Betula grossa in which it is even 50 (Table 1) , 

3, The average 五ber length in the juvenile wood and th乱t in the adult wood are shown 

in Table 1. 

All the species examin巴d are divided into 4 classes as shown in Table 2, according to the 

average f�er length in the adult wood , 

4, The ratio of the aver司ge 五b巴r length in the adult wood to the liber length in the 品rst

ring from the pith is calcul乱ted in Table 1. 

The range of the v乱lu日 is between 1.3 to 2.7. 
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